


















めさせていただきます。山根先生は当時、本学の歯学部で物理学、数学等を教え おられた方ですが、この大震災の折に本学の学生 ちが自発的 組織したボランティア活動をと も熱心に支援されました。残念なことに先生は、その数年後に、急に亡くなられました。本当に今も惜しまれるのですが、この記事は３回目の現地入りで、その頃学長であった私も同行させていただき　
ちなみに、少し補足的なことを申し上げますと、以前の阪神淡路大震災の折にも、本 は学生さんたちに呼びかけ




伝いができるというものではないですね。受け入れる側とどのように調整し、どんな立場で何を手伝うのか、何を支援するのかきちん 決めた上 動かないと実効性はさほど上がりませんし、かえって迷惑になってしまうこともあります。また、学生さ たちを送った場合、何か事故があったらどうしようかとか、いろいろなことを合わせて考えなくてはなり せん。そういった諸問題を、一つ一つ解決し、全体の調整を図りながら話をまとめ、大震災が起こりました二〇一一年の夏、冬、そして翌年 春と 主に大学が休みにな 期間を活用し、有志らがボランティアと て活動するということを行ったわけでございます。これはその第３回目の活動の報告です。この時は 全部で
27名になり
ました。しかもこの きには、記事にありますように、大妻女子大学と跡見学園女子大学の学生さんたちも参加してくださいま 。大学は、いわば縦割り式で、それぞれの教育活動、研究活動を行うことが多いのです 、図らずも大震災をきっかけ するボランティア活動の中 大学の枠を超えた 生さん同士の横のつな 連携と友情が生まれたわけです。これ らの教育・研究体制のあり方を考える上でも、貴重な経験を共有できたように思います。　
ところで、資料の中の最初にあります数枚の写真は、本学の活動の中心をなす「まなびーば」と名付けられた、小






を援助し、補佐するという形で進められました。その学生さんたちが、実は数年後、私が学長を退くときに、温かい気持ちに溢れた寄せ書きの色紙を贈ってく 子どもたちと一緒に、自然の樹に縄をぶら下げてブランコを作ったり、川辺で泥をかぶりながら一緒に遊んだりしたことなどと もに、ほんとうによい思 出です。　
これまで申し上げてきたのは、私の小さな経験の一部です。これらの経験を介して、改めて深く考えさせられるこ
とがさまざまありました。総じていえば、今日 副題にございます「災害・いの ・ ころ」 かかわる問題で 。そのことについて、この後少しお話させて だきたいと思います　
まず、一般的に我々が考える災害とはどういうも か、また仏教では災害をどう考えているのかという問題に触れ





素への直接的な言及はほとんど見いだせません。そこで 視点をずらして、どのような宇宙観なり、自然観なり、あるいは社会観なりを持っているかという とから みましょう。　
仏教の中で、早い時代に現れた宇宙観と呼べる素朴な 説は、おそらく須弥山説でしょう。これは、いわゆるエベ
レストを中心とするヒマラヤの山系が、発想の原点になっているのだろうと思いますけれども、須弥山（スメール）という壮大な山を中心に、その外側に大きな海があり、 たその外側を山が囲み、といった形で、合計で九つの山と八つの海からできている がこの宇宙である、という説です。そして、私ども 住んでいるこの世界は、八つの海一番外側 に四つの大陸が浮かんでいて、その南側にある、ジャムブドゥビーパ（ジャムブ樹の島、閻浮提）と名付けられる大陸がこれにあたるとされています。　
さらにこの須弥山説をベースにして、いろいろな自然世界についての考え方が展開してき す。その最大化された









大乗仏教が起 り、その中から如来蔵説や佛性説が出てきますが、そこでは 有情はすべて仏 のちとつ がっているけれども、無情はそうではない、という が原則的な見方でした。と ろが 日本の仏教になると、明確に無情も成仏すると説かれるよ になります。「山川草木悉皆成仏」 、そ ことを表 代表的な言葉の一つ すが、これには日本人の自然観も関係していると思われます。　
次に、社会に関する見 ですが、これには積極的な議論はほとんど見出せません。仏教の経典の中 も、国家につ




が王法で、出世間、 なわち、世間を超えた出家者の世界の規範が仏法です。この概念を用いて説明すれば、仏法がそのまま王法とな 社会が理想であるということになるでしょう。なお、この問題を空や縁起 思想 もとづいて哲学的につきつめてい と、王法と仏法は別ではない いうこと なります。実際、そういう議論を展開している仏典もあります 、今は触れないでおきます。　
もう一つ、われわれが住む宇宙をその在りようの時間的変化という側面から捉えた思想に「四劫説」があります。
劫とは、サンスクリット語のカルパ 訳語で、きわめて長い時間を表す単位の一つで が 宇宙は成劫、住劫、壊劫、空劫の四段階の変化を繰り返すというのです。 なわち誕生して成長し、そ 後、一定期間安定するが その後、それは壊れていき、やがて何もなく という です。つまり建設期、安定期、破壊期、そして空白期の四期を繰り返すのが宇宙だというわけです。現代の宇宙観 は、例えば太陽系の宇宙 五十億か六十億年後には消滅するといわれているようですね。四劫説は、このような宇宙観にも通じて るともいえ かもしれません。　
因みに、この説では、最後の時には「三災」といいますけれども、要するに大規模な火災、水災、風災が起き、こ





一人前の僧侶となるために首座和尚という役に就いて問答をしなければならなくなったときに、あえて選んで取り上げたのが、この「大隋劫火」の話だったからです。その頃から、宇宙というか世界の有りようというものに関心がありまし し、核保有をめぐって国際的に不安が高まっていた時期でしたから、禅の立場ではこういう問題をどう受け止めるのが正 い か、しっかり考えなくてはならないと思っ のでした。　
それはともかく、大隋の応答が明確だったことで、私も「それしかないのだ！」と、何かホッとしたのです。あえ
て説明を加えれば、「自己と世界 を区別してはいけない、ひとつなのだ。その中で生ききり さい」とい メッセージだと思いますけれども 話が開示していることは とても大事なことなの はな でしょうか。　
だいぶ時間がなくなってしまいました。少し駆け足で残りましたお話をさせていただきます。その話の要点は、災
害によって失われたいのちに私達はどう向き合うべきなのかということです。まず一つは、身近な人たち、例えば、子供を亡くし、夫や妻 亡くし、あるいは深く信頼していた人を亡くす。そ した場合、残された人には、悲嘆にれるというのか、どうしようもない時期がかならずあるだろうと思います。しかし、乗り越えていかなくて いけない。それが残されて生きる者の務 でしょう。　
けれども、その前に、失われたいのちにどう向き合うかです。私は、まず、共に在って、共に生きてきたというこ






そこにまで思い 深めた上で、いわば亡くなった人たち 共に、一緒にこの社会を作っていく、良い社会を作っていくことが願われます、こういうあり方を、私は「共成」と呼んでいるのですが、共に生きるだけではな のです。共に手を取り合い、何かをしていく。そこまで ってはじめて、本当の意味で「いのちに向き合 」が完成する はないかと、私は思うのです。　
それからもう一つ、残されたもののいのちと心の問題があります。これについては まずは適切な医療上のケアを
することが、いうまでもなく大事ですね。医療といっても、身体的な医療もあるし精神的な面で カウンセリングももちろんあります。第二には、震災直後のニュース等でもしばしば伝えられ したけれども、安らげる場がどこにあるか、そのことをしっかりと見極め そう う場所を提供していくことです。例えば、「ご先祖の墓が流されてしまった。それをなんとしてもはやく復旧した 」という思いを持った方は少なからずいらっ ゃったよう す。しかし、お墓の再建に国や行政は手を貸しません。身近なお寺も流され まっ いる 何もできな いう状況もたくさんありました。そういう中で本当に安らげる場とは何なのかということですね。これをしっかりと確保する とが必要です。　
それから、精神科の先生方やカウンセラーの人たち、そして宗教者が一緒に協力、協働するという、こういう横の
つながりの場を作るべきではなかったか うこと す。実際に 宗教者が参加 こと か か難しい。そ
仏教者としての私の学び
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で、この点を補うように出現したのが、臨床宗教師です。宗教者を含む協働の場が求められていることは間違いありません。　
もう一つ、最後の問題になりますけれども、お互いがいろいろな場を通していのちと心について深く学んでいく機
会を多く作っていくことです。そうなって初めて 新たな生、新たに充実感 もって生きるということが可能になってくるのではないでしょうか。　
少し予定の時間を越えてしまい申し訳ありません。また後にパネルディスカッションの時間がございますので、何
かわかりにくいところなどがありましたら、ご質問をお出しいただければ幸です。ご清聴ありがとうござ ました。
